
令和７年度　予算概要

　組合員とその被扶養者の皆さまの病気やケガ、出産、死亡、休業、災害などに対して行う給付事業で、保健給付、休業給
付、災害給付があります。それぞれに、法律で定められた法定給付と共済組合独自の附加給付があります。

短期給付事業（健康保険に相当する事業）

収入　3,575,900万円

①掛金
　1,582,062万円

③介護掛金　161,392万円 ①法定給付…保健給付、休業給付、災害給付等
　附加給付…家族療養費附加金等
②本部を通して国へ、前期高齢者納付金、後期高齢者支援金、
　介護納付金等を納めています。

④介護負担金　161,392万円
⑤任意継続掛金等　54,153万円　　　　　　　　　　　　　

支出　3,575,900万円

①法定・附加給付等
　1,942,093万円

②高齢者医療支援金等
　1,633,807万円

②負担金
　1,616,901万円

　組合員とその被扶養者の皆さまの心身両面にわたる健康の保持増進、元気回復を目的とした健康管理事業（人間ドック、
メンタルヘルス相談等）のほか、各種の福利厚生事業（宿泊施設利用補助等）を行っています。
　また、メタボリックシンドロームの予防と改善を目的とした、特定健康診査・特定保健指導も実施しています。

保健事業

収入　83,525万円

①前年度繰越金
　14万円

③雑収入等
　7,251万円

②一般事業（保養事業等）　1,420万円
③人件費・事務費等　12,096万円

支出　83,525万円

①健康管理事業（人間ドック等）
　70,009万円

②本部より回送金
　76,260万円

　組合員の皆さまが退職した後の「老齢厚生年金」、障害の状態となられた場合の「障害厚生年金」等のほか、組合員また
は組合員であった方のご遺族に支給される「遺族厚生年金」の給付を行います。
　なお、年金額の決定及び支給等は本部で集中管理しています。

長期給付事業（年金の支給に関する事業）

収入　7,179,338万円

①保険料・掛金
　2,689,794万円

③追加費用負担金　409,317万円 本部より、厚生年金拠出金、基礎年金拠出金等を支出

支出　7,179,338万円

年金給付等の財源　7,179,338万円②負担金
　4,080,227万円

　組合員の皆さまが住宅・宅地の取得、結婚、教育、医療、葬祭、その他臨時に資金を必要とする際の融資を行っています。

貸付事業

収入　39,631万円

②本部より回送金　2,171万円 ②各種貸付事業（住宅、一般、教育、災害、医療等）
　15,625万円

③人件費・事務費等　2,171万円

支出　39,631万円

①本部へ回送金（償還金額）
　21,835万円①償還金　37,460万円

令和６年度　第２回運営審議会（令和７年度の事業計画並びに予算を審議）が令和７年３月11日に開催され、承認さ
れました。
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